
 

考えますか。 

○安部 隆委員長 浅野敏明市民課長。 

○浅野敏明市民課長 お答えいたします。 

 先日、ＥＭ菌のインストラクター、遠藤さん

でしょうか、生活環境係の方においでいただき

まして担当者がお聞きいたしました。大変ＥＭ

菌は農業、医療、教育、福祉などに幅広く使っ

て実績も上げてるというのはお聞きしておりま

して、非常に市としても使用については支援し

ていきたいというふうに考えております。今後

においても、ＥＭ菌のデータが今のところイン

ターネット等で見る程度しかございませんので、

もう少しデータの方を広く集めてみたいなとい

うふうに思っています。効果についても、どう

いう形で確認するか、今後検討してまいりたい

と思いますので、ぜひＥＭ菌、ほかの菌もいろ

いろありますから、この商品だけを市の方で勧

めるというのはなかなかほかのメーカーとのバ

ランスもありますので難しいと思いますが、研

究という形で今後携わらせていただきたいと思

います。以上です。 
＋
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○安部 隆委員長 次に、順位２番、議席番号４

番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 私の方から、通告して

あります２点について質問申し上げたいと思い

ます。できれば昼までに終わせという声があり

ますので……。 

 昼までに終わるようにできるだけしたいと思

いますので、簡潔なご答弁をお願いしたいと思

います。 

 まず、第１点につきまして、自主防災組織に

ついてであります。ご案内のとおり、日本は阪

神・淡路大震災、あるいは新潟中越地震など大

きな地震災害が起きまして、ことし７月16日に

は中越沖地震が発生をいたしました。そのほか

たびたび地震が発生しておりますし、今も首都

圏で大きな地震が起きるんではないかと、ある

いは東海地震が起きるんじゃないかということ

が予想されております。そういう場合には、こ

れまでにないような大きな被害があるというよ

うなことも調査ということで出てるようでござ

います。この地域におきましても、長井盆地西

縁断層帯が存在するということで、これらの地

震の発生確率あるいはその被害規模の予測など

も長期評価ということで行われておりますし、

その結果が出てるようであります。 

 一方では、地震以外にも、ご案内のとおり台

風も大変ここのところ大型台風ということで大

きな被害がありますし、局地的大雨と、昨日も

秋田、岩手を中心に洪水というふうな被害も相

次いでおりまして、防災に対する国民の意識は

非常に高まっていると、こういうふうに思いま

す。 

 こうした状況もあって、自分たちのまちは自

分たちで守るという地域住民の自衛意識と連帯

感に基づいた自主防災組織の結成が進んでいる

と、あるいは県も市町村もそれぞれこれを推進

しているというふうに言われております。長井

市としても、この結成について推進をしている

ということでありますけれども、現在その自主

防災組織の結成の状況についてどのようになっ

ているのか、まず市民課長にお伺いをいたしま

す。 

○安部 隆委員長 浅野敏明市民課長。 

○浅野敏明市民課長 お答えいたします。 

 ただいまお話ありました阪神・淡路大震災や

新潟中越地震の教訓から、自分たちの地域は自

分たちで守ろうというスローガンのもとに自主

防災組織が全国で結成されております。長井市

におきましても、平成19年７月末現在で33団体、

世帯数でいきますと約5,740世帯、組織率でい
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＋

きますと58.9％となっております。以上です。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 非常に多くもう既に結

成されてると、こういうことであります。この

結成するかしないかというのはやっぱりあくま

でも住民の意思を尊重するということであって、

行政の押しつけでつくられるというものではな

いというのがこの自主防災組織だと言われてい

るわけですけれども、現在長井市としてこれだ

けもう既に組織率58.9％ですから相当進んでる、

全国並みになってるんだと思うんですけれども、

今後も含めてどういうこれから結成された後の

取り組みですね、市として、どういうことを考

えておられるのかについて、その点についても

市民課長、お願いしたいと思います。 

＋ ＋

○安部 隆委員長 浅野敏明市民課長。 

○浅野敏明市民課長 お答えいたします。 

 自主防災組織率、先ほど申しました58.9％に

つきましては、山形県の平均60.8％と比較しま

してもまだ低い状況ですので、今後とも各地域

において自主防災組織が設立になるように働き

かけていきたいというふうに思っております。

今まで各地区長会の会議のときや、それから地

区長さんあてに自主防災組織設立に向けてご検

討いただくようなご案内を差し上げております。

各地域からは設立に関する問い合わせやご相談

をいただいておりまして、その都度担当者が応

じまして設立に当たっての説明会の開催、それ

から設立までの取り決め、緊急連絡網、活動マ

ニュアル、規約などの作成までお手伝いをさせ

ていただいております。消防本部の職員の方に

もお手伝いいただいて、計画づくりなどを携わ

らさせていただいております。また、設立後の

防災訓練や防災マップ、現在館町南地区が一生

懸命マップをつくって活動しておりますが、そ

ういった準備段階での方についても携わらさせ

ていただいております。 

 今後とも組織率を向上させるために防災意識

の啓発、それから地域における危険箇所の確認

を行う防災マップづくり、それから研修会、災

害時の活動、身をもって覚えることのできる防

災訓練などを実施できるように取り組んでいき

たいというふうに思っておりまして、そういっ

たことの事例を説明しながら今後とも啓発を図

っていきたいというふうに思っています。以上

です。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 市としてもこれからも

意識啓発あるいはいろんな取り組み含めて結成

をお願いしていきたいということでありますが、

現在この5,033団体が結成されてるということ

なんですけれども、一般的にこの自主防災組織

はいわゆる自治会単位とか、あるいは学校区単

位ですか、こういうのがいろんな全国ではそん

なことが望ましいと出てるんですけれども、こ

の33団体についてはいわゆる自治組織、ほとん

ど地区といいますか、そこで結成をされてると、

こういうことでしょうか。その点についてお願

いします。 

○安部 隆委員長 浅野敏明市民課長。 

○浅野敏明市民課長 集落単位の防災組織もあり

ますし、例えば平野地区のような平野地区全体

で安全推進連絡協議会等の組織をつくっている

ところもありまして、その地域によって大きさ

が違うようでございますが、いずれにしても自

分たちの地域は自分たちで守るというスローガ

ンは同じであります。以上です。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 後でもうちょっとどう

いう単位が望ましいのかということで質問した

いなと思いますけども、非常に、それは自主防

災組織ですから、こちらでこういう単位が望ま

しいという結論は出ないのが当たり前だと思い

ますから、それはそれに応じたものというのが

いいのかなと思います。 

 次に、２点目として、じゃあどのような支援
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をしていくのかということについてお伺いした

いんですが、全国の自治体の支援といいますか、

推進組織の結成はどんどん進んでるという状況

のようでありまして、その多くの支援策として、

活動助成金の交付とかそういうものを行ってる

ようであります。例えば組織の設置にかかわる

活動交付でありますとか、資機材の購入のため

に助成をするとか、あるいは実際の活動を助成

するとか、こういうことがあるようなんですけ

れども、今、長井市としてはどのようなことを

考えておられるのか、もちろんお金だけという

ことでなくて、実際にできた組織に対する支援

の仕方も含めて現在どのようになっているかに

ついてお聞かせをいただきたいと思います。 

＋

○安部 隆委員長 浅野敏明市民課長。 

○浅野敏明市民課長 お答えいたします。 

 新たに組織化する地域への支援策としまして

は、生活環境係担当者と、それから消防本部の

職員によりまして、先ほど申しました説明会や

アドバイス、事務処理などを設立までお手伝い

をさせていただいております。また、金銭面の

支援でございますが、山形県における自主防災

組織の支援策を活用しまして、市町村総合交付

金自主防災組織整備事業というのが事業名でご

ざいますが、自主防災組織を設立を予定してい

る地域に資機材や研修会などの経費の50％、上

限20万円でございますが、補助する制度を活用

しまして、このたびの補正でも計上しておりま

すが、団体の申請があれば率先して補助申請の

お手伝いをさせていただいております。また、

設立後におきましても、先ほど申しましたよう

に、防災訓練や防災マップ作成時、いろいろお

手伝いをさせていただいております。また、平

成18年に長井市自主防災組織防災訓練経費補助

金交付要綱、これを定めまして、金銭面の支援

を支えておりましたんですが、残念ながら19年

度は予算化になりませんでした。 

 災害における自主防災組織の役割は大変重要

なものと思っておりますので、予算化になるよ

うに今後とも努力してまいりたいというふうに

思っております。以上です。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 さまざまやっておられ

るということでありまして、ぜひ長井市独自の

ものを含めて、やっぱりこういう安全にかかわ

るものというのは正直言っていつ起こるかわか

らないという問題ですから、なかなか難しいん

でしょうけれども、せっかく呼びかけて一生懸

命意識啓発していって自分たちで守ろうという

ことになっているわけですから、ぜひ予算、さ

っきの質問すべて含めて、とにかく金がないか

らというのが一番先に来るもんですから、なか

なか大変なんでしょうけども、それはわかるん

ですけども、やっぱり幾らお金がないといって

も本当に安全なり安心という部分については何

らかの方法でやっぱり考えていかないと大変な

んだろうと思うんです。ぜひ、その辺はちょっ

と市長にお伺いしなきゃいけないでしょうけど

も、もちろん大変だからと、大変なんです、は

っきり言って、大変なのはわかるんです。だか

らつけられないというのはわかるんだけども、

少しやっぱり予算的にもめり張りつけていかな

きゃいけない、予算措置についても、後ほどの

企業誘致の関係でも申し上げようと思ってるん

ですけども、やっぱりそういう何をやるか、何

をやらなきゃいけないか、優先をどうするかと

いうのは非常に重要だと思うんですが、ぜひ独

自のものも含めて、少しこの辺についても予算

措置を考えていかなきゃいけないんじゃないか

と思うんですが、市長のお考えをお伺いしたい

と思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 大道寺委員ご指摘のとおり、お金がないから

これは割愛するというたぐいのものではないと

いうことは重々承知しております。19年度につ
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＋

いてはゼロにしたわけでございますが、私、基

本的に自主防災組織というのは大変ありがたい

んですが、設立の際に県の方から20万円限度で

半額出ておりますので、とりあえずは、できた

後は地区で少しの間頑張っていただきたいと、

その間に市の方ではつけられるような予算を確

保していきたいというふうに思います。 

＋ ＋

 一方で、行政の方で何をやってるかというこ

とについては、これはびっくりするぐらい長井

は何もしてない。まず、この間テレビでも報道

なりましたけども、食糧備蓄がゼロだと、また

スーパーとかコンビニとの契約等々も全然して

ないと、努力した経過はあるんですけど、あと

基本のハザードマップがないと、ですから防災

の計画もあることはあるんですが、具体的な想

定がほとんどない状況でございます。そんなこ

とから、防災無線もありませんし、市民の伝達

方法ないんですよね。地震とかの場合でしたら

当然電話なんか通じませんので、地区がどうな

ってるか把握できないんです。そういったこと

も含めて、行政でやることもたくさんあります

ので、その辺は委員おっしゃるとおり予算、め

り張りつけて、これは優先順位を決めてやりた

いと思っております。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 今、市長がおっしゃっ

た行政で何もしてないと、余りそれを大きく言

うとこの自主防災組織なんてつくるの早いんで

ないかと、まだなんでないかという話になっち

ゃいますので、それはそれでやっぱり重要です

から進めていただかなきゃいけない。しかし、

現実問題として本当にいつ起きるかわからない。

例えば地震だけじゃないんですよね。最近、集

中豪雨で本当に、災害のあれも今回補正に出て

るんですけども、いつ本当に大きい洪水出るか

もわからないと、こういう状況でありますから、

それは非常に自主防災というのは必要だと思う

んですけれども、ぜひおっしゃったようにまず

行政がやるべきことをきっちりやれというふう

に声が出てくる可能性もありますので、その辺

についてぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 ３点目についてですが、高齢化に伴う課題と

具体的な対応ということなんです。私は今回の

自主防災組織というのは、私の地区、五十川の

宮内という小さな部落ですけれども、ここでも

やっぱりその自主防災組織をつくろうという動

きになりました。これは全く自主的に声が出て、

一生懸命今、検討されてるんですけども、これ

実は資料として委員長にも了解いただいて今お

配りさせていただいているんですけども、実は

住民構成を見ますと、やっぱり高齢化進んでる

し非常に難しいなという思いをいたしました。

この資料を見ていただきますと、わずか28世帯

しかない部落ですけども、居住者数が115人、

平均年齢51歳なんですけども、その問題は、恒

常的在宅者数というのは115のうちに何らかの

施設に入ってるとかそういう方々を除きますと

102名ということになるんですが、平日におけ

る在宅者数というのは48人ですね。男性が25人、

女性23人、何と、平均年齢72歳ですよね。さら

に要援助人数は７人おると、こういう状況なん

です。これ、防災組織をつくろうといってそれ

ぞれの役割当てはめようとすると、土日の休み

とかであれば十分機能する組織なんですが、平

日日中というと機能しない組織になっちゃうん

です、担当をこうやりますと。これは私は本当

に私の地区だけなのかということだけで唖然と

いたしまして、多分まちの中のところと郡部と

かっていろいろ違いは非常にあると思うんです

けども、現実問題こういうことを考えたときに、

つくったのはいいが、実際本当に機能するんだ

ろうかと、こういう実は心配を持ったところな

んです。 

 阪神・淡路大震災の教訓というのは、家屋が

倒壊した場合に自力脱出困難者を救出したのは

地域住民が77％だという資料、結果が出てるん

―２２８― 
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です。それだけ初期が一番重要だということで

すね、何か事が起こったときにすぐ行けるとい

うか、お互い助け合えるという、そういうこと

なんで、これ非常に困ったなというのが実は地

区内でもどういうふうにしようかと、これは検

討、まださらに検討しようと、こうなったんで

す。そういう状況なのですけども、市として、

例えばこういう場合どうなんだろうというアド

バイスを、窓口あるから聞けと言われればそう

なんですけれども、ぜひその辺について、もし

お考えがあれば、市民課長のお考えをお伺いし

たいと思います。 

＋

○安部 隆委員長 浅野敏明市民課長。 

○浅野敏明市民課長 お答え申し上げます。 

 委員ご指摘のとおり、大変小さい集落、そし

て高齢化を迎えているというようなことで、大

変組織化するのは難しい、今後の課題だという

ふうに思っております。過去の大震災の教訓か

ら家屋の崩壊から救出されました方のほとんど

が、今、委員からお話ありましたように、自力

や家族、そして地域の人たちによって助けられ

たというふうな、ほとんどの方がというふうな

ことは認識しております。そういうことを踏ま

えまして、災害後の基本として、１つは自助、

これは自分や家族のことは家族で守ると、２番

目に共助というのがありまして、それは自分た

ちの地域は自主防災組織で守ると、３番目に公

助、消防、警察等の公の機関で助けると、この

３つが基本でございます。地域によっていろい

ろ違いがあるかと思いますが、家族でできるこ

とは家族でできることを計画すると、また集落

単位の自主防災組織でできることは自主防災組

織で計画すると、またそうでない部分について

は近隣地区との連携や先ほど申しました平野地

区のような大きな単位、宮内であれば五十川地

区などの組織化を考えてはどうかというふうに

思っております。 

 そして、平日うちをあける時間というのは、

１週間のスケールで考えますと非常に少ないん

ですね。24時間にしますと８時間が勤務で、前

後１時間考えても24時間の10と、それから土日

曜日については休日というようなこともありま

して、うちにいる時間の方が確率は高いという

ようなことがありますので、二本立てで計画す

ることも必要かというふうに思います。 

 今後の課題としましては、自主防災組織は地

域の防災活動の中核を担うことになりますが、

他の自主防災組織との情報交換、それから災害

時の体制を確立しておくことと、それから近隣

の自主防災組織との協定なども必要かというふ

うに思っております。今後、自主防災組織連絡

協議会などを組織化しまして、自主防災組織の

相互の情報交換、それから地域防災活動の推進、

また先ほどお話ししました災害が起きた場合の

協力体制の確立などをその場で検討していきた

いというふうに思っております。以上です。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 確かにおっしゃるとお

りだと思います。実際にはいる人でやるしかな

いということなんですが、これは平日の日中だ

けですから、それ以外だって災害起こるわけで

すが、しかし本当にそこのところが起きる可能

性が高いわけですから何とも言えないんですけ

ども、やっぱりここの長井市というのはご案内

のとおり高齢化が進んでる、あるいは共稼ぎ世

帯が非常に多いわけでして、それだからといっ

てじゃあ言われたように学校区でくくって五十

川は五十川全体でとなるとこれまたなかなか大

変だと思うんで、それをやれというわけにはい

かないわけですね、自主的にやるということで

すから。だから本当にこれ、どういうのが望ま

しいかというのはやっぱり考えていかなきゃい

けないと思うんです。 

 それと同時に、ご相談もあるということなん

ですが、本当につくられた団体、これからつく

ろうとしているところが、実際にじゃあみんな

―２２９― 



 

＋

＋ ＋

組織の中に入ってる人たち、みんなそれがきち

っと把握されて、いわゆる認識しているんだろ

うかというところも非常に疑問なところ、ある

んですよ。組織すべて当てはめてという、当て

はまった人はわかってる程度のことになっちゃ

うとこれまた問題なもんですから、これから進

める場合、この辺を十分に踏まえていただいて、

さっき言ったほかとの組織との連携といいます

か、連絡協議会等、あるいはいろんな事例、相

談あるわけですよね。それに基づいて、いや、

こういう場合はこうだという一つのガイドライ

ンというかマニュアルみたいなのをつくりなが

らやっぱり進めていく必要があるんではないか

と。一番困るのは、実際つくったけど、実際の

場面で全然機能しないというのが一番困るわけ

なんですね。それだけに前段できちっとそうい

うところを詰めていかなければいけないんじゃ

ないかと、こう思います。ぜひその辺お願いし

たいということと、さっき言った私の地区はそ

ういう今、問題抱えてるんですから、もちろん

行政にも相談行くと思いますから、ご指導よろ

しくお願いしたいと思います。 

 ２点目でありますが、産業振興についてとい

うことで質問を申し上げたいと思います。産業

振興策については、これまでも何度も質問させ

ていただきました。６月の一般質問でも企業誘

致等について質問をさせていただいて答弁をい

ただいておりますが、少し細部について質問を

させていただきたいと思いますので、ご理解い

ただきたいと思います。 

 １点目は企業誘致の条件整備についてであり

ます。この企業誘致の必要性については、もう

これまでも市長も答弁いただいてるとおり、大

いに進めなければならないと、こういうことで

ございます。長井市は蒲生光男委員なんか、た

びたび取り上げさせていただいてるように、先

人が大変な苦労をしたということで、この苦労

した例もたびたび取り上げて、しかしこれを実

現すれば、ご案内のとおり約50年間はこの地域、

発展をしてきたことは間違いないわけですね。

そして、現在製造業中心に、これも市長も言わ

れているように、ものづくり技術が集積する地

域として県内でも非常にそういう意味では特徴

ある地域と、こういうふうに見ていただいてる

わけです。しかし今日はそういう状況になって

ないんでありまして、それを次代を担う人のた

めにもやっぱり企業誘致が必要であるというこ

とは、これは申し上げているとおりであります

し、お考えのとおりだと思います。しかし、実

現というのは大変難しいわけでして、やっぱり

この誘致を実現するための条件というのは、こ

れから整えながら具体的取り組みをしていく必

要があるんだろうというふうに思ってまして、

さきの一般質問で小関勝助議員が「地震に強い

ところを利用して企業誘致をしたらどうか」と、

こういう話の中で、市長から「工場建設の話が

あったんだけれども用地の関係で南陽市に持っ

ていかれた」と、こういうお話がありました。

まず、この話の経過について、商工観光課長に

お伺いをしたいと思います。 

○安部 隆委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 飯豊町に工場を持つ企業の方から工場を増設

したいというふうなお話がございまして、企業

サイドとしては関連工場とのアクセス、管理の

コスト削減というふうなことを第一と考えまし

て、国道113号線沿いを考えていたようでござ

います。工場と、それから不動産会社の間で市

内の国道113号線沿いの用地について協議を進

めておりましたんですが、結果的には付近の住

民の皆さん方にご了解をいただくための時間的

な猶予がない、親会社の方から早急にというふ

うな指令がございまして、８月８日の山形新聞

の報道のとおり、南陽市の西工業団地の方に立

地を決定したものでございます。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

―２３０― 
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○４番 大道寺 信委員 大変残念なんですけれ

ども、やっぱりこの例というのは非常に私は重

要だと思ってるんです。私もずっとこれ質問し

てきたんですけれども、やっぱり足りなかった

のは、企業誘致を進めるためにはやっぱり幾つ

かの条件を整えておく必要があるんだと思うん

です。用地が整わなかったというか、向こうの

条件に合わなかったというんですけども、やっ

ぱり時間的余裕がなくて住民の理解が得られな

いというのもあるんですよね。そうすると、来

てくださいと言ったときに実は土地ないんだと

いうことになっちゃうと、企業誘致も何もない

んだと思うんですよ。それを私も非常に反省だ

なと思ってるんです。 

＋

 私自身もある企業というか関係者から「こう

いう話があるんだ」と誘致の話も間接的に言わ

れたりしてまして、あるいは既存企業は、長井

にある既存企業ですね、これも「規模拡大した

いんで工場建設を考えてるんだ」というような

話も実はあったりするんですけども、そこで必

ず言われるのは、まず経営資源というのは人・

物・金というんですけども、まず人いるんです

かと、工場大きくして、あるいは企業誘致来る

んだけど、人いるんですかと必ず言われます。

今、人、求人とれないんじゃないですかという

のが１つですね。２つ目にはやっぱり土地があ

るんですかと、どういう土地あるんですかと。

それから優遇措置あるんですかと、こういう話、

人・物・金ですよね、こういうふうに実は言わ

れるんです、必ず。やっぱりそういう意味で言

うと、条件をきちっとこうなんですという、い

ろんな条件ありますよ、ものづくりの集積地だ

からぜひ周りを固める部品をつくるような技術

持ってる企業があれば来てください、これも一

つなんです。小関議員言われたように、地震に

強いとこなんです、ただこれだけでは全然弱い

んだと思うんです。 

 それで、やっぱりさっき言いましたように、

人はとれるのか、人はいるのか、人というのは

いろいろありまして、数だけじゃない、人材も

含めて。それから土地があるのかと、優遇措置

あるのかと、こういうふうな話があるんですけ

ども。そこで、ここの条件の中で、私が申し上

げたのはそういう条件だということなんですが、

市長はこれについてどういうふうに、何が必要

なんだと、こういうふうに思われるのかをお聞

かせいただきたいと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 私は、まず人材であろうと、まずは、それと

もし企業を立地したときにいろんな協力体制と

れるような、そういった地元に関連企業がある

かどうかということあたりがまず一つのポイン

トかなと、その次に物が来るんだろうと、いわ

ゆる用地があるのかと、しかも交通アクセスど

うなんだと、工業用水どうなんだと、いろんな

ことがあると思うんです。その最後に、優遇措

置として例えば土地の取得で何か恩恵あるかと、

固定資産税の免除あるのかと、あとは雇用に対

して何か援助するのかというふうに来るのかな

というふうに思います。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 そのとおりだと思いま

す。どっちが先かというのは、それはまず異を

挟むつもりはありませんけれども、まずそうい

うことだろうと思うんですけれども、それで、

さっきの飯豊町の企業の規模拡大の関係で言い

ますと、土地の問題なんですね。土地の問題、

これあるあるというふうに言うんです、だれで

も。土地はいっぱいあると言うんですけども、

具体的に工業用地としての土地あるかというと、

非常に問題があるなということだと思うんです。

そこで、現在、今、工業用地として考えられる

のはどの程度長井としてあるのか、商工観光課

長にお伺いしたいと思います。 

○安部 隆委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 
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＋

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 市内にございます長井北工業団地でございま

すが、空き工場といいますか、工場が建ってい

ると、貸し工場が建っているというふうな用地、

それから計画地域の農地であるものも含めまし

て10.5ヘクタールほどございます。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

＋ ＋

○４番 大道寺 信委員 そうすると、結果とし

て、今、例えば長井でやろうとしたとき、ここ

ありますよというのは、ここの10.5ヘクタール

しかないと、こういうことですね、今の段階で

は。これからやろうとすると、話が来て、買っ

て、それから造成してということになりますよ

ね。そのとおりだと思うんです。結局それしか

ないというのが現実なんですよ、はっきり申し

上げて。私も困ったなと思っているんですけど、

企業誘致、企業誘致とあんまり言っても、そこ

がないとどうしようもないというのが一つある

んですよね。 

 そこで、第４次長井市基本計画では、魅力あ

る工業団地づくりとうたっておられます。長井

の場合は北工業団地と言ってますけど、あそこ

農工団地なんですよね。まず、造成してきちっ

としなくても、基本的に来ればあそこで、それ

から交渉して買ってということになりますけど

も、それでも全く農地としてあいてるところ、

もう非常に少なくなってるということなんです、

さっきの話ですと。それでは、これからの考え

として、今、現実に工業団地つくれといったっ

て金ありませんからできませんけども、こうい

う地域についてやっぱり工業用地といいますか、

持ってくる候補地として考えると、こういうこ

とになるのか、魅力ある工業団地とうたってる

わけですけども、この辺、具体的にどういうふ

うに考えるのかについて市長のお考え、お伺い

したいと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 残念ながら、今の長井市の財政

状況では、工業団地として市で整備するという

のはかなり難しいし、議会の方からもご理解い

ただけないと土地開発公社を含めた取得という

のは難しいんでないかと。そうしますと、成田

のような農工団地ということになります。いわ

ゆる地域指定、それが今とれる方策なのかなと

いうふうに思います。 

 あと、外から企業誘致ということだけじゃな

くて、やっぱり内部で市内の企業が拡大したり

したいというようなことも用地求めてるケース

がありますので、そこをぜひ最低限やっていき

たいというふうに思います。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 昼までに終わりません

で申しわけありません。 

 おっしゃるとおりなんで、今やれなんていっ

てもなかなかいかないんですけども、例えば実

際に来たときに、ここはさっきの例えば住民の

理解もらえなくて不成立というとこがあるわけ

ですよね。だから、少なくともこういうエリア

については農工団地的考え方で、ぜひ工場を誘

致するときには協力してほしいというのがまず

オーソライズされてればいいんですけども、そ

このところをどうやってやるかというのは非常

に難しい問題だと思うんですよ。そこをぜひこ

れから進めていただきたいなというふうに思い

ます。 

 次、人の問題については、少子化で間違いな

くということで、これは非常に人材はいるけど

も人はいないということになるのか、この辺も

非常に難しい問題なんですけども、これらも考

えなきゃいけないと思います。 

 そのほか固定資産税のものについては、市長

もおっしゃったように、今の段階では非常に難

しいんでしょうけども、基本的には、ここの部

分についてはやっぱりそれは相談にきちっと乗

っていきますよと、相手企業と、そういう考え

でよろしいんでしょうか。 

―２３２― 

＋



 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 市の優遇制度というのは、長井市の場合、本

当に県内の市町村から比較しても、オーダーメ

ードだというふうに前から言ってますけども、

具体的な条例等については非常におくれてるな

というふうに思います。そういった意味で、あ

らかじめ企業誘致をやはり議会の皆様からもぜ

ひやれということであれば、その辺なんかもご

協力いただきながら整備してまいりたいと思っ

てます。 

＋

○安部 隆委員長 お昼のため暫時休憩します。

再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５８分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○安部 隆委員長 休憩前に復し、午前に引き続

き会議を再開いたします。 

 それでは、４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 先ほどの条件整備の関

係については、いろいろ議論させていただきま

したんで、よろしくお願いしたいと思います。 

 次、２点目なんですけれども、企業誘致推進

組織や人的配置をすべきではということであり

ますけども、先ほど申し上げたように、さまざ

まな条件整備は当然最初に進めなきゃいけない

わけでありますけども、そうなった場合に、そ

の推進する組織、いわゆるその条件をどうする

か等々の検討から当面含めて、現行の商工観光

課の企業振興担当だけで本当にいいのだろうか

という意味で質問するところであります。私は

決して全く新しい部署をつくってやるべきだと

いうことでなくて、先ほど言ったように、単純

にそこの担当課だけで物事を解決といいますか

推進していくというのはなかなか難しい問題が

あるんだろうと思います。例えば土地の問題に

しても、それぞれかかわるところ、全体から見

ると企画調整あたりがかかわって少し全体的な

計画の中でどうするかという問題もあるでしょ

うし、もちろん財政課だって関係あるでしょう

し、農林課も関係あるかもしれません。そうい

う意味で言うと、関係課を含めた組織が必要で

はないかなと、こう思うんですけれども、まず

市長のお考えをお伺いしたいと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 残念ながら19年度はできなかったんですが、

新たに組織をつくるということになるとなかな

か難しいものがあると思いますけども、例えば

企業誘致の担当主幹みたいな形で特命でその仕

事をやっていただく、あるいは委員おっしゃい

ますように、いろんなさまざまな市役所内部の

調整が必要ですので、そういった担当の職員が

必要じゃないかと。今、工業振興とかそちらの

方を一生懸命していただいてる職員いるわけで

すけど、それとは別に、やっぱり企業誘致とい

うのは別に設けなきゃいけないというふうに考

えてます。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 必要だというお話であ

ります。プロジェクトでも何でもいいと思うん

ですけども、やっぱりこういうのは早く着手し

ないと非常に難しい問題があるんだと思うんで

す。検討ばっかり時間かかっちゃうと本当に本

もとの誘致に対する手だてが遅くなるといいま

すか、そういう実現が遅くなるということがあ

りますから、ぜひその辺お願いしたいというこ

とと、現実に今の商工観光課の企業振興、工業

振興といいますか、そういう担当は、一生懸命

されてるのはわかるんですけども、現実にいろ

んな抱えてる問題あるんですね。今、実際のも

のづくりの関係とか地域雇用創造事業とかたく

さんあって、なかなか今の部分では難しいし、
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＋

この問題というのは本当にそこの狭い範囲の中

で決められない問題だと思うんです。そういう

意味で、商工観光課長にもお伺いしたいんです

けども、ここまできちっとやっていくというこ

とでは、今の人的配置も含めて、あるいは組織

も含めて、私申し上げてるように、また新たな

考え方でいかなきゃいけないんじゃないかと、

こう思うんですけども、商工観光課長の考えを

お伺いしたいと思います。 

＋ ＋

○安部 隆委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 先ほど市長の方からありましたように、企業

誘致に係る問題というのは、土地の問題、ある

いは優遇策の問題、トータルとして考えていか

なければならないというふうに考えております。

そうした場合にそれぞれの担当セクションの力

をかりながら全体として業務を遂行していくと

いうふうな方向性が必要であろうというふうに

考えます。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 おっしゃるとおりだと

思いますので、ぜひこれから検討いただいて、

さまざまな角度から大いに検討いただきたいと、

こういうふうに思います。 

 今、市長も言われたんですけど、いろいろ人

的な問題については、主幹を置くかどうかとい

うのは別にいたしまして、主幹制というのは、

６月の一般質問で申し上げたようにいろいろ問

題あると私は思ってますので、これふやすのか

どうかというのは問題、別にいたしまして、白

鷹町とか高畠町は職員を県の事務所に派遣して

企業誘致を主にするという方をしてると、こう

いう話を聞いております。 

 先日は、新聞報道ですと南陽市では、いわゆ

る地元にゆかりの人ですか、南陽市出身の方を、

民間人の方だと思うんですけども、採用されて、

それこそ主幹に任命してと、こういう話が出て

おったんですけども、そういう意味で言うと、

なかなかここに長井にいても企業誘致の情報を

どうするかとか実際にいろいろ話出すとか進め

るとかいうのはなかなか難しいと思うんですね。

どうしてもやっぱり中央に集まってるわけです、

そういう意味で言うと。 

 それからしますと、市長も言われてるように、

例えば企業誘致、時間かかるんで人の誘致も考

えたいと、これ６月の一般質問で言われたんで

すけども、むしろ市の出身者にどんどん長井に

来ていただいて経済効果をねらうと、こういう

お話があったんですけども、これも一つだろう

と思うんですけども、むしろ市の出身者あるい

は長井にゆかりのある中央在住の方にそういう

具体的な企業誘致等のお手伝いをいただくと、

こういう方法もあるんではないかと、どういう

ふうにするかという問題があるんですけども、

ここで言うと関東致芳会なんていう組織も向こ

うで一生懸命交流させていただいてるわけです

が、それがいいのかどうかは別にします。ある

いは市長おっしゃるとおり、関先生以下いろい

ろ応援していただいてる方もおられるわけです

から、そういう方々のお力もいただいて、そう

いう方を配置するというか、南陽市のようにす

るかどうか、それもあるんですけれども、そう

いうことが必要ではないかというふうに思いま

すけど、その件についてどういうふうに思われ

るか、お願いしたいと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 大道寺委員おっしゃるように、

南陽とか白鷹みたいに市の職員を東京事務所に

常駐させるということはできないとしても、長

井市出身者あるいはこの長井周辺の出身者でい

ろんな企業に対して影響力を持ってる方、たく

さんいらっしゃると思います。例えばこの間、

ＮＨＫであったそうですけども、山形県の方の

自動車産業ディレクターということで今野さん

という平野の出身の方が、これはトヨタの方に

勤めておられた方、その方が県の委託を受けて、
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委嘱を受けてなさってるということでございま

して、長井市もそういうような人材を何とかお

願いして見つけて職権で委託、委嘱みたいな形

でお願いして手伝っていただくことがまず現実

的ではないかなと思います。また、関東致芳会

と、それから長井高校の同窓会、東京鷹桜会っ

てあるんですけども、そちらの方なんかもいろ

いろこの間お会いしていろんな話を聞きますと、

やはり相当いろんな人材がいらっしゃるなと、

今までそういったことを余り長井は力入れてこ

なかったのでおくれてると思いますので、ぜひ

人脈を築いてまいりたいと思ってます。 

＋

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 確かに私どもも知らな

いので結構大手企業おられる、あるいは団塊の

世代に入ってまいりまして退職者も出てくると

いうことですので、ぜひそういうことで、しか

し一方では、ボランティアでやってくださいと

いうわけにはなかなかいきませんからそれなり

のことも考えて、やっぱりきちっとしていかな

いといけないというふうに思いますんで、ぜひ

この件については検討をお願いしたいと思いま

す。 

 最後の課題なんですけども、観光事業の行政

についてお伺いをしたいと思います。市長は産

業振興の一つの柱ということで観光事業を挙げ

られております。私はこれには異論はないんで

すけれども、大いにこの辺については振興して

いくというのはまた重要だと考えます。ご案内

のとおり、春から花回廊、黒獅子まつり、あや

め祭り、水まつりなどなど、ことしも盛況のう

ちに終了したと聞いております。中身はいろい

ろあるようであります。後でまた我妻委員がい

ろいろ質問されるようでありますけども、これ

らのいわゆる観光事業の原動力というのは今、

観光協会中心と、お願いしてるというのが今の

状況だと思うんです。さらにＮＰＯなり自治組

織のボランティアですね、こういう方々に盛り

上げていただいて、協力いただいてやってると

いうのが事実だろうと思います。ただ一方では、

行政がじゃあどういう役割を果たしてるんだと、

もう端的に言うと、あれだけの陣容、人がいな

がら何をしてるんだという見えてこないところ

がたくさんあるんだと思うんです。どうしても、

言い方は悪いんですけども、観光協会に丸投げ

じゃないかと、こういう言い方する人もいます。

そういう意味で言うと、観光に対する行政の役

割というのはどうなんだろうということがこれ

からの課題だと思うんですね、今後の大きな。 

 そこで、まず今の現状として、観光行政の役

割、観光事業に対する行政の役割、このことに

ついてどういうふうにお考えなのか、まず商工

観光課長の見解をお願いしたいと思います。 

○安部 隆委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 観光事業に対する行

政の役割をどういうふうに考えてるかというふ

うなことでございますが、まず観光事業につき

ましては、特に観光協会を中心にする各種の団

体の方にご協力をいただいて成り立っておりま

す。特に観光協会につきましては、その中心と

して私どもの方の委託を受けていただいて、受

託をしていただいて、その事業に取り組んでい

ただいているというふうなことにつきましては

大変に感謝を申し上げております。ただ、こう

した事業の内容の計画、あるいは実施まである

程度含めてでございますが、観光協会の事務局

と市の担当の方でいろいろ議論をしながら、今

度はこんなふうなことを考えていく必要がある

だろうというふうなことをやりとりをしながら

形をつくってきたというふうな状況にあること

をご理解をいただきたいなというふうに思いま

す。 

 行政の役割はというふうなことでございます

が、一般的に既存の施設の維持管理、あるいは

整備、それから特に最近は重要になってきてお

りますが、他市町との広域連携、例えばことし
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であれば花回廊キャンペーンと、そういったふ

うな段階では各市町との結びつき、連携を図ら

なければいけないというふうなこと、それから

情報の発信というふうな、ある意味では観光事

業の基盤をしっかりとするというふうなことが

行政の役割だろうというふうに感じてございま

す。ただ、ここ数年はそういった観光的な基盤

と事業の内容あるいは展開といったふうな、そ

の両方についての基盤を軌道に乗せなければな

らなかったと、そういったふうな精いっぱいの

時期だったのかなというふうに考えてございま

す。 

＋ ＋

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 商工観光課長が言われ

てるとおりに、確かに一時その観光協会との関

係と言ったら失礼ですが、観光の関係で一時ぎ

くしゃくした時期がありましたから、その立て

直しという意味では、まず一緒にやっていくと

いう意味では非常にそれぞれ全面的に協力いた

だいてる方々には敬意を表して、そういう意味

でのおかげということもあるのはそのとおりだ

と思います。ただ、決して商工観光課が何も観

光行政やってないと、こういうことじゃなくて、

言われたように、いろいろ役割あるわけでして、

しかしこれから具体的に長井市として観光事業、

いわゆるビジョン含めてどうするかというのは、

これ観光行政の一番重要なところだと思うんで

すね。いろんなこと意見を聞いて、それを集約

し、事業としてやろうという具体的な事業の企

画は商工観光課と観光協会といろいろやられと

っていいと思うんですけども、将来的にこの長

井市の観光産業、観光事業でどうなんだという

ことは、これはやっぱり行政としてきちっと踏

まえとかなきゃいけない、やらなきゃいけない

ことだと思うんですよ。時々その観光で経済効

果とおっしゃいますけど、どれだけの例えば経

済効果があるんだというところを観光協会に言

ってもしようがないわけですね。市としてこれ

だけの経済効果があるから、ここにやっぱり資

金投入するとか、そういう企画をきちっとして

いくのが観光行政の役割だと私は思うんですよ。 

 そういう意味で、今まで言われたように、維

持管理、整備、市町村連携、そのとおりだと思

います。情報発信についても、私、前から言っ

てるんです。例えば黒獅子まつり結構なんです

けども、黒獅子の本物を見るためには各地区８

月末からずっとありますよと、こういうことを

もっとＰＲしたらいいんじゃないですかと申し

上げたことがあるんですが、この間、ホームペ

ージ見てましたら全部載ってましたですね、日

程ずっときちっと。そういうことをもう少し行

政として発信しながらぜひ、そういうふうな目

的で来る方もおられるわけですね、そういう本

物を見たいというか、そういうことがおっしゃ

るとおり観光行政の役割だと私は思ってるんで

すが、ぜひそういうことで進めていかなきゃい

けないんではないかと思います。 

 申し上げたように将来の観光をどうするかと、

そういうビジョンづくりというものは、あるい

はその目標づくりとかそういうものはやっぱり

市の観光行政として担わきゃいけない役割だと、

こういうふうに思いますけれども、その点につ

いて市長のお考えをお伺いしたいと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 商工観光課長からもありました

けども、観光計画をつくるということで、これ

は18年度につくるというふうに公言してたと思

います。残念ながら、まだできてないというこ

とでございますが、改めてビジョンづくりを19

年度中に策定したいということで今、進めてる

ところでございます。 

 あとやはり観光産業というのは総合産業でご

ざいますし、ただ表面上のきれいなところだけ

を見せるんじゃなくて、やはり生活そのもの、

文化とか風習とかそういったものもすべて観光

につながってくると思いますので、そんな視点
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から努力してまいりたいと思います。 

○安部 隆委員長 ４番、大道寺 信委員。 

○４番 大道寺 信委員 しかし観光というのは

はっきり言って水もののところあるんですね、

もくろんでてもなかなか人が来てもらえないと

いうことも。そのためにいろいろ努力してるわ

けですけれども、しかしこの長井市全体の産業

ということから見ると一つのいわゆる貴重な産

業といいますか、重要な産業でありますから、

ぜひそういうことを含めてこれから十分にそう

いう役割を果たしていただきたいということを

申し上げて質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

 

 

 髙橋孝夫委員の総括質疑 

 

 

○安部 隆委員長 次に、順位３番、議席番号10

番、髙橋孝夫委員。 ＋
○１０番 髙橋孝夫委員 私は、長井市の行財政

運営が市民生活の向上につながることを願いな

がら総括質疑を行います。通告しております２

点につきまして質問申し上げますので、それぞ

れ明快な答弁をいただきますようにお願いをし

ておきたいと思います。 

 質問の第１は、後期高齢者医療制度システム

構築についてです。 

 昨年６月の国会で自民党と公明党が強行採決

をし、成立をさせた医療改革法に基づいて、来

年の４月から75歳以上の高齢者を対象にした新

たな医療保険制度としての後期高齢者医療制度

がスタートするということになってることはご

案内のとおりです。長井市でも昨年12月定例会

で県の広域連合規約などが議決をされ、本年４

月からは各市町村から職員が派遣をされ、その

準備事務が開始をされているわけです。そして、

この９月定例会では、１つは議案第70号 長井

市一般会計補正予算第４号で、歳入では、後期

高齢者医療制度創設準備事業費補助金として民

生費国庫補助金481万7,000円が計上されていま

す。歳出では、老人福祉費で後期高齢者医療制

度システム構築委託料として2,935万4,000円と

介護保険特別会計繰出363万7,000円、合計

3,299万1,000円が計上されているわけです。ま

た、議案第71号 長井市国民健康保険特別会計

補正予算第２号では、歳入では、国庫補助金と

して後期高齢者医療制度創設準備事業補助金で

250万円が計上され、歳出では、国民健康保険

システム改修業務委託料として3,683万6,000円

が計上されています。さらに議案第74号 長井

市介護保険特別会計補正予算第１号では、歳入

では、議案第70号で申し上げました一般会計か

らの繰出金363万7,000円を計上し、歳出では、

同額を後期高齢者医療制度システム構築委託料

として計上しているわけです。３つのこの補正

予算全体では、歳入は国庫補助金で731万7,000

円、歳出は委託料で6,983万7,000円ということ

になって、これでこれからの事業を展開してい

くということになるわけです。その際の一般財

源の持ち出しは、一般会計では2,817万4,000円、

国保会計では3,433万6,000円、合計で6,251万

円ということになるんだそうです。これはすご

い事業費の中身だなと感じたところです。 

 この基本的な疑問に基づいて、以下、具体的

にお聞かせをいただきたいと思います。 

 まず、第１点目のシステム構築の内容につい

て市民課長に伺います。後期高齢者の医療制度

が来年４月からスタートするということは申し

上げました。今回のこのシステム構築というの

は具体的にどういった内容の事業になっていく

のか、また来年４月までにいろんな準備がある

わけですが、一連のこの制度をつくり上げてい

くための今回のシステム構築というのはどの部

分、どの段階に位置づけをされるものなのか、

想定をされているところではいつの時点までの
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